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開 会

・教育長・会長挨拶

案件１ 今年度状況について

事務局 二子塚古墳について。今年度は古墳の規模や大きさを測定するために調査した。

今後古墳を活かした公園を作るための基礎資料とするための調査を実施した。6世紀中頃の
前方後円墳、横穴式石室。東側の前方部の角はなくなっている。池田茶臼山古墳のように

完全に復元するのは難しい。現状では古墳の形になっていないが、例えば掲示板で復元し

た古墳のラインを示すなど、考えていきたい。

八坂神社の保存修理工事完了について。昨年度は檜皮葺きを中心に、今年度は彩色を中

心に工事を行い 12月に完了した。
西光寺の調査について。約 25年前に調査し、荒木蘭皐など池田の文人の墓を確認した。
後ろに碑文があったので、拓本している。ほとんどの墓石は和泉砂岩でひび割れ、剥離が

著しい。今回 25年前と比べて確認したが、状態はそんなに変わらないが、風化、剥離はあ
ると認識している。

五社神社の鉢塚古墳について。国の指定文化財の十三重塔が 2年前の大阪北部地震の際
に相輪が外れ、昨年 3月に修復した。地震で落下したことを受けて、所有者の五社神社が
一般には石室に入れないようにされている。

寿命寺の仏像調査について。令和元年 5 月に、寿命寺の秘仏を拝見させてもらう機会が
あり、委員、歴史民俗資料館とも合同で 2 日間に渡って調査した。平成 8 年にも同寺の仏
像を調査しており、いくつかは『新修 池田市史』でも紹介しているが、今回はその際には

拝見できなかった奥院の秘仏の薬師如来坐像などを調査した。

委員 元はこの薬師如来が本尊だったと考えられる。薬師如来坐像、脇に日光菩薩、月光

菩薩、二天王、十二神将が厨子に納められており、その前に前立の薬師如来坐像が置かれ

ている。

事務局 満寿美町の住宅地「満寿美住宅」について。同町での面影を残す数少ない 2 区画
のうち、1区画の建物が令和元年 12月ごろより取り壊された。なお、室町住宅についても
急速に古い建物が失われており、今は 2区画に 1邸くらいしか残っていない。
 文化財公開展について。昨年 11月 16日に開催。50人ほど参加。当日は併せて八坂神社
本殿保存修理見学会も催されていたので、檜皮や顔料を展示しながら質問にも応じていた

だいていたので、大変好評だった。

事務局 歴史民俗資料館では今年の特別展は鍋井克之展を行った。来年の予定では、歴史

民俗資料館が開館 40年なのだが、特別展示は行わない。収蔵庫の空調、温湿度の管理をす
る機械の工事することになったので、その間閉館することになる。

会長 寿命寺の仏像調査について。まだ市内には未調査の仏像が多くあると思う。引き続

き調査をしていただきたい。



委員 市の方でも室町住宅の残っているものについて調査してもらえれば。市や阪急電鉄

の方で室町住宅を一軒でも残す手があれば。

委員 国の登録文化財にしてもらって保存してもいいかもしれない。所有者の気持ち次第

だが。

事務局 以前申請を勧めた経緯があるが、所有者の同意が得られなかったため、登録に至

らなかったと認識している。働きかけはするべきだが、所有者の了解次第だと考えている。

会長 なんとか残していってもらいたい。

案件２ 来年度の予定について

事務局 日初和尚の碑の周囲の木を伐採する。また、逸翁美術館所蔵の「芦引絵」の保存

修理事業の内示を文化庁より得た。令和 2年度から 6年度までの 5か年で保存修理事業を
していくことになった。 

委員 「芦引絵」は国指定の重要文化財。修理した際には、池田市民に見ていただけるよ

う、展示等していく予定。

閉会


